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緒吉　 夫月艮デザインのト レ ーニングは。人体 のフ･・ が ーシ ョン&  土包として.    それ

を包むもの。包み方そしてfurnis 削ngs によ って包ま れるも の・ 実体 をど のよう､乙変

づ’ヒさせるか 。また単なる人体 から人格へどう高めるわということを目的 とする。

包むものと包まれるものとの関係において生じるfactor を挙げ れぼ。人体を中/じと

し てCD 義材 に関寸る今野　 ②枝 術に関寸る介野　 ③機能（ 積神・社会を含む）に聞 す

る分野　 ④視覚に関 寸る分野 八考え られる。こ れらは各 々有機的に結合して、人体 を

包み。 おおうものとしての衣服詐完 成し 、その結果衣服は免峡 色もつ もの｡、とな り

得 るのであ る。本研 究ば衣服^" ダインの基礎的段 芦におけ る演習を、廻 覚的なぞ 野に

限定して考察するものである。

方法　 トレ ーニンn　 立体茫廉（純粋形態の立体13 下記 の徽ｲ与により正面ブくり

を行い その充実感を側 面。背 面へどうつなぐ かヽを主目的とする。）

①屈價 虎､１ヶ所 をもつ直繊 にぶって立 体の表面上を構成 する。線 の交差 不可　 幅自由

R  1 本 の垂直鞍 上に任 愈の 直径｡で痢えr乙円3  但と等間隔に配 置し、それに対して貞､ま

たは霖対玲となるように面穣で立体 の表 面を面分勣 する。胎蛾は交点 色もたぬこどと.

し線 の数 ば白由 とする。

箱 果　 ・曲面こ の線の竣 覧的 変化と効 果、 ●平 面と-ii-ｲ本の視隻的誤 差の関係, ●錯

視と￥の微調整 の初 歩的 な関係 なと;ト ’抽 裁可梵 でヽあ る。 これらe デ`ザイ ン手法の基夜

とし てより複雑な 立体Jl.にjうぃて更に展 開 するととヵx可駐 であ心と考え る。


